
第41回土木計画学研究発表会（春大会） 詳細プログラム２【6月6日(日)】

第2日目：6月6日(日) 時間帯1 
第1会場（0211教室） 第2会場（0221教室） 第3会場（0222教室） 第4会場（0231教室） 第5会場（0232教室） 第6会場（0111教室） 第7会場（0112教室） 第8会場（0113教室）

時間 8:45～10:15 8:45～10:15 8:45～10:15 8:45～10:15 8:45～10:15 8:45～10:15 8:45～10:15 8:45～10:15
セッション名 都市空間における「人の流れ」の

ニーズとシーズ～新たなニーズ・
調査分析事例

観測・データとネットワーク方法論 冬期道路の管理と交通に係る意
思決定及び性能評価・マネジメン
ト

ss09.広域の交通まちづくり 地域防災システム（１） 自転車の利用 ss03.“政治主導”の中で道路政策
の在り方について考える

総合交通政策とまちづくり(1)

オーガナイ
ザー・
司会者

関本義秀（東京大学） 円山琢也（熊本大学） 浅野基樹（（独）土木研究所　寒
地土木研究所）

原田昇（東京大学） 畑山満則（京大防災研） 元田良孝（岩手県立大学），屋井
鉄雄（東京工業大学）

藤井聡（京都大学），毛利雄一
（計量計画研究所）

土井勉（神戸国際大学）

論文名 パーソントリップ調査データに基
づくインフルエンザ感染伝播の数
理モデリング

交通量常時観測データを用いた
隣接区間の交通量推定方法に関
する研究

冬期道路の性能向上技術と性能
評価・マネジメントについて

荒川下流域居住者の洪水ハザー
ドマップの認識状況と水害対策と
の関係に関する考察－葛飾区堀
切地区と新小岩地区を対象とし
て－

コミュニティサイクルの料金支払
方式に関する基礎的考察

「丹波篠山えこりんプロジェクト」
社会実験にみるポイントシステム
による地域活性化の可能性と今
後の展開

発表者 江島啓介 河野友彦 浅野基樹 木村美瑛子 山田邦生 大月傑
所属 東京大学大学院情報理工学系研究科 国土技術政策総合研究所 （独）土木研究所　寒地土木研究所 首都大学東京大学院 名古屋工業大学大学院工学研究科 一般社団法人　ノオト
連名者１ 鈴木秀幸 橋本浩良 高橋尚人 市古太郎 秀島栄三 岡田哲也
連名者２ 合原一幸 上坂克巳 中林一樹 山室良徳
連名者３ 五十嵐一智 片平深雪
連名者４ 金野幸雄
論文名 都市内空間における位置情報と

携帯ナビゲーションを活用した回
遊行動分析に関する研究

カルマンフィルタを用いた所要時
間予測手法の提案

冬期路面における路面温度と車
両のすべりに関する研究

災害情報に関する住民の誤解と
それに基づく過剰な期待

電動自転車レンタサイクル社会
実験から得られた実務的知見 ～
「丹波篠山えこりん」が私たちに
教えてくれたこと～

自転車利用分析のためのWeb地
図を用いたGPS軌跡分析用コン
テンツの開発

発表者 花田晃二 宮田輝星 浜岡秀勝 木下猛 大田香織 松葉碧
所属 ㈱コミューチュア 東北大学大学院情報科学研究科 秋田大学 群馬大学大学院 株式会社　社会システム総合研究所 （株）社会システム総合研究所
連名者１ 中野雅弘 宮城俊彦   鹿内拓人 金井昌信 西田純二 西田純二
連名者２ 片桐信 片田敏孝 土井勉 上善恒雄
連名者３ 上善恒雄 大田香織
連名者４ 山室良徳
論文名 活気のある都心づくりのための

歩行者回遊行動の推定
OD網羅法を活用した交通量観測
点の適正配置と活用方法に関す
るケーススタディ

路面のすべり抵抗値を用いた冬
期道路マネジメント手法の高度化
に関する研究

水害リスクコミュニケーションの地
域展開を支援する地域防災学習
システムの開発

アクセス・イグレス利用の組合せ
に着目した自転車共同利用に関
する基礎的検討

GPSロガーによる自転車を利用
した観光パターンの分析と観光
整備に関する考察

発表者 高橋宏史 橋本浩良 徳永ロベルト 柿本竜治 加知範康 中山明子
所属 立命館大学大学院 国土技術政策総合研究所 （独）土木研究所　寒地土木研究所 熊本大学政策創造研究教育センター 公益財団法人 豊田都市交通研究所 （株）社会システム総合研究所
連名者１ 塚口博司 上坂克巳 高田哲也 山田文彦 國定精豪 西田純二
連名者２ 藤原健一郎 高橋尚人 森俊勝 稲垣具志 上善恒雄
連名者３ 外井哲志 浅野基樹 安重晃 大田香織
連名者４ 坂上裕信
論文名 鉄道経路検索Webサイトにおける

検索ODの検討
ＯＤ交通量逆推定手法の大規模
ネットワークへの適用に関する
ケーススタディ

冬期道路の管理に資するＣＣＴＶ
画像を用いた道路視界情報生成
に関する研究

被災経験の風化と災害文化の定
着過程に関する一考察

地方都市の中心市街地における
Park & Cycle Ride の適用可能
性に関する研究

ＪＲ篠山口におけるレンタサイク
ル「えこりん」の利用特性とバス
交通との共生可能性と今後の展
開に関する考察

発表者 郷原翔一 古川誠 萩原亨 島晃一 山崎基浩 土屋樹一
所属 元東京理科大学 国土技術政策総合研究所 北海道大学 （株）ＩＤＡ社会技術研究所 （財）豊田都市交通研究所 JR西日本レンタカー＆リース株式会社

連名者１ 寺部慎太郎 上坂克巳   永田泰浩 片田敏孝 原理史 山室良徳
連名者２ 川村文芳 木村さやか 安藤良輔 稲田恭子
連名者３ 金田安弘 伊豆原浩二
連名者４
論文名 プローブカーデータを用いた交通

行動モデルの高度化：渋滞時の
迂回行動分析

時間帯別均衡配分モデルを用い
た金沢都市圏へのLRT導入効果
分析

除雪作業の調達に関する課題に
ついて

A Study on Measures of
Providing Evacuation Information
at the Localized Torrential
Guerrilla Rain:The case of
Asanogawa River Flood

名古屋市地下鉄駅における駐輪
場利用行動の調査分析

自転車放置行動と取り締まりの
関係のゲーム論によるモデル化

発表者 中村仁也 中井惇弥 岩塚浩二 Ahmed WAHID UDDIN 三輪富生 冨田安夫
所属 ㈱ゴーガ 金沢大学大学院 国土技術政策総合研究所 金沢大学大学院 名古屋大学 神戸大学工学部
連名者１ 山形与志樹 中山晶一朗 駒田達広 Jun-ichi TAKAYAMA 上三垣かおり 河野良浩
連名者２ 大西一聡 高山純一 宮武一郎 Shoichiro NAKAYAMA 木方千春
連名者３ 長尾一輝 佐近裕之 Naoki TODOROKI 森川高行
連名者４
論文名 大規模交通ターミナル地区にお

ける歩行者の3次元経路選択行
動分析

感度分析によるネットワーク集約
化手法を用いた交通量配分計算
法

除雪単価逓減則を考慮した少雪
リスク評価とリスク軽減の対応方
策

洪水リスク軽減策に対する社会
的イメージに関する分析

心理的方略による放置駐輪削減
施策の実証的研究：JR東日本赤
羽駅での取り組み

障がい者の移動に地域の特性が
与える影響に関する研究

発表者 柴田裕基 岡本裕也 中前茂之 及川康 三木谷智 河合正吉
所属 立命館大学大学院 金沢大学大学院 横浜市役所 群馬大学大学院 東京工業大学大学院理工学研究科 財団法人　豊田都市交通研究所
連名者１ 塚口博司 中山晶一朗 大川戸貴浩 片田敏孝 羽鳥剛史 西堀泰英
連名者２ 平田秀樹 高山純一 原文宏 木村秀治 藤井聡 三村泰広
連名者３ 大島淳一 福田大輔 橋本成仁
連名者４ 高野伸栄
論文名 コミュニティーサイクルを活用した

新たなマーケットへの挑戦
セルラーオートマトンによる車線
変更挙動を考慮した多車線高速
道路の交通シミュレーション

地価データを用いた水害リスクプ
レミアムの推計

バスターミナルの更新・再整備に
関する基礎的研究

発表者 松田真宜 遠藤紀彬 中野一慶 保科靖
所属 ㈱ドーコン 金沢大学 京都大学大学院 道路空間高度化機構
連名者１ 澤充隆 中山晶一朗 多々納裕一 永田尚人
連名者２ 須田健 高山純一  劉暉 金井恵嗣
連名者３ 羽藤英二 畑山満則 土井雅晴
連名者４ 佐野可寸志 野田祥一

第2日目：6月6日(日) 時間帯2
第1会場（0211教室） 第2会場（0221教室） 第3会場（0222教室） 第4会場（0231教室） 第5会場（0232教室） 第6会場（0111教室） 第7会場（0112教室） 第8会場（0113教室）

時間 10:30～12:00 10:30～12:00 10:30～12:00 10:30～12:00 10:30～12:00 10:30～12:00 10:30～12:00 10:30～12:00
セッション名 都市空間における「人の流れ」の

ニーズとシーズ～新たなモデリン
グ

ネットワークモデルによる政策設
計と展開

ss05.移動制約の視点から見た交
通基本法の準備に向けて

時間利用と市民生活 地域防災システム（２） 走行環境 ss02.土木計画学と応用経済モデ
ル-上田孝行先生追悼特別企画
-

総合交通政策とまちづくり(2)

オーガナイ
ザー・
司会者

関本義秀（東京大学） 中山晶一朗 (金沢大学) 磯部友彦（中部大学） 桑野将司（広島大学），張峻屹
（広島大学）

多々納裕一（京都大学防災研究
所）

元田良孝（岩手県立大学），屋井
鉄雄（東京工業大学）

石倉智樹（東京大学） 土井勉（神戸国際大学）

論文名 松山都市圏PT調査データに基づ
く交通手段選択モデルの複数
データソースによる補正

ネットワーク通行権取引市場の
オークション・メカニズム - Day-
to-Dayアプローチ

個人の外出時間に基づく集計的
時間利用構造に関する経年分析

住民・行政協働ユビキタス減災情
報システムを用いた山梨県の災
害情報リテラシー向上の試み

世田谷区における自転車等利用
の現状と課題

総合交通政策としてのコミュニ
ティサイクル

発表者 倉内慎也 和田健太郎  高松由彦 鈴木猛康 大森高樹 西田純二
所属 愛媛大学 東北大学大学院情報科学研究科 中央復建コンサルタンツ株式会社 山梨大学大学院 (株)日建設計シビル 株式会社　社会システム総合研究所

連名者１ 石井朋紀 赤松隆  塚井誠人 秦康範 佐々木正義 土井勉
連名者２ 森三千浩 桑野将司 大山勲 上善恒雄
連名者３ 羽藤英二 張峻屹 佐々木邦明 金野幸雄
連名者４ 深尾嘉彦 山室良徳
論文名 パーティクルフィルタによる歩行

者GPSオフラインマップマッチン
グアルゴリズム手法

道路課金政策の課金収入再分
配に関する一考察

繰り返し横断データを用いた時間
利用行動の構造変化の分析

地域水害リスクマネジメント統合
型支援システムに関する基礎的
研究

新しい自転車走行空間の受容性
と整備戦略に関する研究

長崎都市圏における交通まちづく
りの実践

発表者 中村敏和 金森亮 力石真 山田文彦 金利昭 牧野浩志
所属 東京大学 東京大学 広島大学大学院 熊本大学 茨城大学 東京大学生産技術研究所
連名者１ 薄井智貴 新井秀幸 張峻屹  柿本竜治 木梨真知子 沼野猛
連名者２ 関本義秀 山本俊行 藤原章正  山本幸 根本奈央子
連名者３ 柴崎亮介 森川高行 田中直樹
連名者４ 三島雅樹
論文名 歩行者軌跡データへの効率的な

位置補正手法の適用
エリア課金の最適設計問題: 課
金領域・レベルの決定アルゴリズ
ムの構築

Developing an integrated Scobit-
based activity participation and
time allocation model to explore
influence of childcare on women’
s time use behavior

高潮避難シミュレータを用いた避
難対策の検討と防災教育

交通状況に応じた整備すべき自
転車通行空間の選択に関する一
提案

阪神都市圏におけるバス利用促
進に向けた試み

発表者 三谷卓摩 高木良太 Lili XU 桑沢敬行 大脇鉄也 市岡隆
所属 復建調査設計㈱ 熊本大学 中国・北京師範大学 （株）ＩＤＡ社会技術研究所 国土技術政策総合研究所 （株）社会システム総合研究所
連名者１ 羽藤英二 円山琢也 張峻屹 片田敏孝 濱本敬治 土井勉
連名者２ 溝上章志  藤原章正 境道男 木下立也 山内有紀
連名者３ Biying YU 浅野和広 上坂克巳 西田純二
連名者４
論文名 空間的な挙動制約を考慮した歩

行者行動モデルの構築と挙動
データの自動抽出の試み

社会ネットワークとゲーム理論に
よる交通需要のモデリング

列車の遅延を考慮した都市鉄道
利用者の出発時刻選択行動モデ
ル

災害時要援護者避難計画策定
のためのコミュニティ減災支援シ
ステムの開発

自転車走行環境の交差点付近で
の影響

観光地における地域活性化と連
携した公共交通の利用促進方策
に関する検討

発表者 山田薫 井料隆雅 曽山禎彦 佐々木康二 渡辺章彦 後藤正明
所属 東京工業大学大学院理工学研究科 神戸大学 日本大学大学院 岐阜大学 日本大学大学院 株式会社シティプランニング
連名者１ 松山宜弘 岡崎有吏子 金子雄一郎 髙木朗義 島崎敏一 土井勉
連名者２ 柳沼秀樹 朝倉康夫  加藤浩徳 倉内文孝 下原祥平 辻堂史子
連名者３ 福田大輔 出村嘉史 遠藤亮太 山口記弘
連名者４ 北浦康嗣 和田健之 鈴木理夫
論文名 携帯電話からのGPSデータを用

いた歩行者の経路選択肢集合の
推定

ニューロ同定モデルによる交通
流シミュレーションのパラメータ調
整

高齢者の情報集約機能に関する
社会的ネットワーク分析

広域高潮災害における避難誘導
のあり方に関する研究

自転車愛好家の視点から見たサ
イクリングルート特性分析

郊外都市における公共交通が主
体のまちづくり・ライフスタイルへ
の転換方策の検討

発表者 田中伸治 加納誠 大窪和明 児玉真 貞本健志 矢持高士
所属 東京大学 東芝ソリューション株式会社 東北大学 （株）ＩＤＡ社会技術研究所 徳島大学大学院 篠山市まちづくり部
連名者１ 藤原直生 桑原雅夫   奥村誠 片田敏孝 竹内彩 辻堂史子
連名者２ 桑原雅夫 浅野和広 山中英生 宮崎哲
連名者３ 境道男 岡本英晃
連名者４ 佐藤貴行
論文名 人の流れの全数再現に向けた

パーソントリップの拡大及び経路
分散手法の検討

交通機関の変更に着目したマル
チモーダルシミュレーションの構
築

歴史都市における観光客の行動
分析に基づく災害時避難に関す
る研究

岡山市内における自転車の交通
需要と経路選択特性に関する考
察

大都市圏の郊外都市における
「持続可能なまちと交通」を目指
す交通体系の提案と課題につい
て　～再生塾への参加を通じて

発表者 吉田雄太郎 山田孝太郎 前川貴哉 佐藤貴行 土崎伸
所属 東京大学 東京大学大学院工学系研究科 立命館大学大学院 （株）オリエンタルコンサルタンツ オリエンタルコンサルタンツ
連名者１ 柴崎亮介 原祐輔 乾晶彦 阿部宏史 井上哲也
連名者２ 関本義秀 原加代子 小川圭一 橋本成仁 岩佐浩之
連名者３ 中村敏和 羽藤英二 塚口博司 北澗弘康 松原光也
連名者４ 安隆浩 神田佑亮
論文名 群としての歩行者の交錯回避行

動分析
Web公開されたハザードマップへ
のアクセシビリティに関する考察

多様な地方自治体職員による総
合交通政策実現へのアプローチ

発表者 浅野美帆 畑山満則    本田豊
所属 名古屋大学大学院 京都大学防災研究所 兵庫県阪神南県民局西宮土木事務所

連名者１ 井料隆雅 田中一史
連名者２ 土井博司
連名者３ 森山敏夫
連名者４

※講演タイトル，発表者，連名者および発表者所属は，発表申し込み時の情報に基づきます．

１．都市圏の空間ガバナンス
城所哲夫（東京大学）
２．第５回東京都市圏PT調査を
活用した都市圏交通計画の検討
秋元伸裕，中野敦（(財)計量計画
研究所）
３．大規模小売店舗の立地に関
する調整：現状と展望
森本章倫（宇都宮大学）
４．ベルリン都市圏における中心
地システムの再構築
高見淳史（東京大学），谷口守
（筑波大学）

全体討議
司会：原田昇（東京大学）

（司会）
藤井　聡（京都大学・大学院工学
研究科）

（話題提供）
・藤井　聡（京都大学）「国土のビ
ジョンと道路政策～政治主導の
道路政策を期するために～」
・毛利雄一（(財)計量計画研究
所）　「失敗から学ぶ今後の道路
政策」

※その後，自由討論．

１）移動に関する権利と障がい当
事者の視点から見たこれまでの
課題（愛知県重度障害者団体協
議会　交通担当　平山晶士）
２）福祉交通の課題とこれからの
展開（首都大学東京・吉田樹）
３）地域交通の課題とこれからの
展開（茨城大学・山田稔)
４）地域住民との協働による移動
手段の課題と展開（大阪大学大
学院・猪井博登）
５）施設整備以外のバリアフリー
の課題について（兵庫県立福祉
のまちづくり研究所・北川博巳）
６）何が変わってゆくのかについ
ての総合討論（中部大学・磯部友
彦）

堤　盛人（筑波大学）：土木計画
学における応用都市経済モデル
のこれまでとこれから
小池淳司（鳥取大学）：土木計画
学におけるCGE,SCGEモデルの
これまでとこれから
石倉智樹（東京大学）：土木計画
学における経済動学モデルのこ
れまでとこれから
小林潔司（京都大学）：これから
の土木計画学と応用経済モデル



第2日目：6月6日(日) 時間帯3
第1会場（0211教室） 第2会場（0221教室） 第3会場（0222教室） 第4会場（0231教室） 第5会場（0232教室） 第6会場（0111教室） 第7会場（0112教室） 第8会場（0113教室）

時間 13:15～14:45 13:15～14:45 13:15～14:45 13:15～14:45 13:15～14:45 13:15～14:45 13:15～14:45 13:15～14:45
セッション名 都市空間における「人の流れ」の

ニーズとシーズ～新たなデータ
新たなネットワーク方法論 自治体連携のガバナンス エコドライブとその周辺施策 地域防災システム（３） 自転車ネットワーク空間計画と評

価手法
応用一般均衡モデルの土木計画
学への貢献と今後

生活交通サービスの計画技術と
その実用展開(1)

オーガナイ
ザー・
司会者

関本義秀（東京大学） 井料隆雅 (神戸大学) 岩佐賢治（(財)計量計画研究所） 松本修一（慶應義塾大学），森健
二（科学警察研究所），坂井康一
（国土技術政策総合研究所）

髙木朗義（岐阜大学） 山中　英生（徳島大学） 小池淳司(鳥取大学) 喜多秀行 （神戸大学）

論文名 東京都市圏パーソントリップ調査
による交通特性分析とデータ活
用ニーズ

オンライン凸計画問題と交通ネッ
トワークゲーム

広域ガバナンスの意義と課題 自家用乗用車の日常走行を対象
とした簡易なエコドライブ評価手
法の開発に関する研究

災害の不確実性下における費用
便益分析の基礎的検討

自転車利用空間の視点からの人
に優しいまちづくりに関する定量
的評価に関する研究

空間的応用一般均衡分析を適用
した都市高速道路の整備効果計
測

コミュニティバスからＤＲＴに再編
した場合の市民のモビリティの変
化に関する研究

発表者 中野敦 宮城俊彦    矢嶋宏光 加藤秀樹 藤見俊夫    宮崎卓也 高坂登志子 全相俊
所属 （財）計量計画研究所 東北大学 (財)計量計画研究所 （独）国立環境研究所 熊本大学大学院 大阪産業大学 横浜市道路局 首都大学東京大学院
連名者１ 森尾淳 鈴木温 松橋啓介 中野雅弘 中前茂之 吉田樹
連名者２ 市川広志 岩佐賢治 小林伸治 小山知晃 樋野誠一 秋山哲男
連名者３ 吉田武史 近藤美則 片桐信　
連名者４  
論文名 パーソントリップデータを用いた

時空間内挿処理と様々な統計
データとの比較検証

感度分析を用いて残留交通量を
計算する準動的交通配分モデル

都市圏ガバナンスにおける自治
体間連携の理論的検討

高速道路での大型車によるエコド
ライブのための推奨速度に関す
る一考察

最適な防災投資の下での経済成
長

ICタグによる計測データを用いた
自転車利用者の経路選択行動
分析

港湾都市の産業構造を考慮した
空間経済分析

大都市近郊における高速バス路
線開設のための利用予測に関す
る研究―インターモーダルな地域
公共交通計画の推進に向けて―

発表者 関本義秀 中山晶一朗    遠藤園子 下川澄雄 瀬木俊輔 杉山宏祐 坂井啓一 白柳博章
所属 東京大学空間情報科学研究センター 金沢大学 （財）計量計画研究所 (財)国土技術研究センター 東京大学 立命館大学大学院 東京大学大学院 奈良県
連名者１ 薄井智貴 鈴木温 福田敦 石倉智樹 小川圭一 石倉智樹   北村幸定
連名者２ 島崎康信 矢嶋宏光 森田綽之 横松宗太  
連名者３ 南佳孝 有村幹治  
連名者４ 柴崎亮介  
論文名 仙台都市圏の人の流れの時空

間的詳細化
確定的利用者均衡配分を用いた
移動時間信頼性評価に関する基
礎的研究

広域都市計画区域の行政間調
整の実状と課題　－地方中枢都
市圏を事例として－

エコドライブ走行が追従車両に与
える影響に関する基礎的研究

THE RELATIONSHIP BETWEEN
LOCAL GOVERNMENT AND
RESIDENTS IN DISASTER
PREVENTION ACTIVITY

モバイルGISを用いた自転車交
通施設の定量的安全性評価に関
する研究

道路投資による空間的な経済効
果の帰着状況～通常時と被災時
の比較分析～

過疎集落における生活交通確保
方策の実践例

発表者 平野貴俊 内田賢悦    渡邉一成 戸澤毅 Keerati SRIPRAMAI 内山善基 佐藤啓輔 中尾司
所属 千葉県庁 北海道大学大学院 （財）計量計画研究所 慶應義塾大学大学院 群馬大学大学院 大阪産業大学大学院 復建調査設計株式会社 高野町企画課
連名者１ 谷下雅義 大門創 松本修一 金井昌信 中野雅弘 小池淳司 伊藤雅
連名者２ 平岡敏洋 及川康 片桐信 岸野啓一
連名者３ 山邊茂之 片田敏孝 オウアンキ
連名者４ 川嶋弘尚  
論文名 交通系ICカードデータによる鉄道

利用者行動のバスケット分析
車両容量と路線相関を考慮した
公共交通の所要時間信頼性評
価

諸外国における広域調整の実態 プローブデータを用いたエコドライ
ブ運転診断システムの開発とそ
の実証実験

観光資源としての評価からみた
歴史都市の文化遺産防災に関す
る考察

自転車走行時の心理的負担に着
目した自転車走行空間の比較評
価
～高松における「心電図トランス

道路ネットワーク寸断による経済
的影響を分析するためのSCGE-
UE統合モデルの開発

福祉有償運送運営協議会の参
加者間の対立構造分析-福祉的
交通手段の供給量の拡大を目指
して

発表者 日下部貴彦 嶋本寛 荒井祥郎 西堀泰英 小川圭一 鈴木清 土屋哲 猪井博登
所属 神戸大学 広島大学 （財）計量計画研究所 財団法人豊田都市交通研究所 立命館大学 国土交通省四国地方整備局 長岡技術科学大学 大阪大学
連名者１ 朝倉康夫 倉内文孝 高柳百合子 安藤良輔 堀井智司 金滝和彦 吉田隆史 伊藤翔太
連名者２ Schmöcker Jan-Dirk  西野仁 越智大介 曽根幹人 竹林弘晃 多々納裕一 
連名者３ 遠藤園子 小島英史 塚口博司 砂川尊範 畑山満則 
連名者４ 矢嶋宏光 安隆浩 新田保次
論文名 バスICカードを用いた人の動き～

交通計画への活用に向けた可能
性と限界～

パーセンタイル値による旅行時
間信頼性を考慮した利用者均衡
配分モデルの構築

トリップに基づく自治体間交通連
携の必要性に関する分析

信号待ち停止時における交通事
故の実態

道路途絶による社会経済的損失
を考慮した斜面災害リスク評価モ
デルの開発

歩行者・自転車ミクロシミュレー
ションの現況再現性の検証に関
する一考察

アジア高速鉄道整備のマクロ経
済・環境に及ぼす影響の比較分
析

地方部における交通計画の現状
～岩手県三陸地域として～

発表者 牧村和彦 今村悠太 松本幸正 森健二 小板宏彰 竹之内篤 宮下光宏 若菜千穂
所属 （財）計量計画研究所 金沢大学大学院 名城大学 科学警察研究所 岐阜大学工学部 パシフィックコンサルタンツ（株） 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 NPOいわて地域づくり支援センター

連名者１ 中村俊之 中山晶一朗 矢野伸裕 髙木朗義 河村成人 小池淳司
連名者２ 千葉尚 高山純一  牧下寛 倉内文孝 大脇鉄也 上田孝行
連名者３ 森尾淳 北浦康嗣 濱本敬治
連名者４ 布施孝志 上坂克巳
論文名 集団の行動履歴情報に基づく滞

留の時空間特性抽出と行動パ
ターン分析

リンク間相関を考慮した最尤法に
よる交通ネットワーク均衡モデル
のパラメータ推定：金沢市道路
ネットワークへの適用を例に

日本の国境の町における交流政
策の比較研究：辺境からフロン
ティアへの転換

豊田市におけるエコドライブの取
り組みについて

高速道路を対象とした救急車専
用退出路の設置効果分析と3次
救急医療に関する研究

名古屋市都心部における自転車
駐車の実態と課題

全国地方自治体における公共交
通活性化の取組状況の比較分
析

発表者 吉田圭吾 穴口智也 山崎翔平 安藤良輔 中野晃太 嶋田喜昭 塩士圭介
所属 ㈱三菱総合研究所 金沢大学大学院 東京大学大学院 財団法人豊田都市交通研究所 金沢大学大学院 大同大学 社団法人システム科学研究所
連名者１ 小池亜弥 中山晶一朗 朴乃仙 石川要一 高山純一 舟渡悦夫 高山純一
連名者２ 松崎和賢 高山純一  家田仁 中山晶一朗  中山晶一朗
連名者３ 小関悠  宮本祐介
連名者４ 白井康之  
論文名 パーソントリップデータにおける匿

名性に関する考察
戦略・戦術的概念を取り入れた
経路選択ロジックとその配分手
法

大規模地震時の道路復旧優先
順位に関する研究

日本における地域公共交通活性
化・再生の取り組み状況に関す
る中間的整理

発表者 松崎和賢 倉内文孝 小林正憲 加藤博和
所属 ㈱三菱総合研究所 岐阜大学 国土技術政策総合研究所 名古屋大学大学院環境学研究科

連名者１ 廣田啓一 坂穂崇   木下立也 福本雅之
連名者２ 高橋克巳 上坂克巳
連名者３ 白井康之
連名者４
論文名 各種交通データの効率的活用の

ための幹線道路網のリンク表現
に関する検討

歴史都市における災害時交通マ
ネジメントと道路モニタリングに関
する研究－京都市東山区を中心
として－

発表者 松本俊輔 安隆浩
所属 国土技術政策総合研究所 立命館大学
連名者１ 上坂克巳 鈴木慧
連名者２ 大脇鉄也 堀尚哉
連名者３ 古川誠 塚口博司
連名者４ 小川圭一

第2日目：6月6日(日) 時間帯4
第1会場（0211教室） 第2会場（0221教室） 第3会場（0222教室） 第4会場（0231教室） 第5会場（0232教室） 第6会場（0111教室） 第7会場（0112教室） 第8会場（0113教室）

時間 15:00-16:30 15:00-16:30 15:00-16:30 15:00-16:30 15:00-16:30 15:00-16:30 15:00-16:30 15:00-16:30
セッション名 観光研究(1) 高速道路の交通運用　－理論と

観測－(1)
ラウンドアバウトの実務展開 ss08.まちづくり分野における人材

育成
クリティカルインフラの安全性・脆
弱性評価

行動特性からみた自転車空間整
備のあり方

動学的インフラ管理戦略 ss07.地域公共交通計画づくりの
最前線

オーガナイ
ザー・
司会者

岡本直久（筑波大学） 割田博（首都高速道路株式会
社），桑原雅夫（東京大学），朝倉
康夫（神戸大学）

米山喜之(（株）長大) 久保田尚（埼玉大学） 貝戸清之（大阪大学） 吉田長裕（大阪市立大学） 横松宗太（京都大学），石倉智樹
（東京大学）

喜多秀行（神戸大学）

論文名 ドライブ観光総合情報誌が観光
行動及び意識に与える影響に関
する研究

ベイズ統計に基づいた非定常交
通流のための所要時間予測手法

簡易ＤＳを用いたラウンドアバウ
ト走行における安全性評価

A Hidden Markov Hazard Model
for Multi-Layers Pavement
Evaluation

追い抜き，すれ違い時の電動ア
シスト自転車の走行挙動特性に
関する分析

道路維持管理の効率性と行政主
体の特性

発表者 藤井美智子 葛西誠 大里由紀広 Lethanh NAM 山中英生 黒瀬康夫 
所属 （社）北海道開発技術センター 東京理科大学大学院 秋田大学 大阪大学 徳島大学 国土交通省
連名者１ 中村幸治 宮田浩充 浜岡秀勝 貝戸清之 亀谷友紀 稲村肇
連名者２ 大井元揮 寺部慎太郎 米山喜之 小林潔司 茂野真裕 森地茂 
連名者３ 原文宏 内山久雄  
連名者４  
論文名 視覚障害者の観光行動の意思

決定に影響を与える要因に関す
る研究－倉敷市美観地区をケー
ススタディにー

車両検知器による所要時間傾向
表示に関する一考察

ラウンドアバウトと一般無信号交
差における安全確認行動

社会基盤施設の総合マネジメント
に向けた路車間無線モニタリング

車両形態に着目した自転車の走
行特性と道路利用環境に関する
考察

長寿命化政策が住宅市場にもた
らす影響に関する研究：住替え行
動と中古住宅取引に着目した
マッチングモデルによる均衡アプ

発表者 石塚裕子 萩原武司 滝川遼 坂井康人 稲垣具志 丹呉允
所属 大阪大学大学院 阪神高速道路(株) 首都大学東京 阪神高速道路株式会社 (財) 豊田都市交通研究所 東京大学大学院
連名者１ 新田保次 吉村敏志 大口敬 金川昌弘 三村泰広 横松宗太 
連名者２ 北澤俊彦 小根山裕之 貝戸清之 安藤良輔 石倉智樹 
連名者３ 杉野勝敏 鹿田成則 小林潔司 加知範康
連名者４
論文名 アクセシビリティ再考～観光モデ

ル構築をめざして～
首都高速道路工事規制時におけ
る捌け交通量の変化に関する分
析

ラウンドアバウト走行実証実験に
おける車両挙動分析

リスクに基づくアセット総合マネジ
メントによる社会基盤の戦略的整
備意思決定に関する研究

国道１９６号自転車走行空間社
会実験における効果評価

世代重複モデルによる貨幣援助
と災害復興過程に関する基礎的
研究

発表者 大矢正樹    田畑大 吉岡慶祐 北浦康嗣 伊藤昌明 横松宗太
所属 （株）環境創造 首都高速道路(株) (株) 長大 岐阜大学工学部 （株）オリエンタルコンサルタンツ 京都大学防災研究所
連名者１ 割田博 中村英樹 八嶋厚 桝田雄樹 戸田剛司
連名者２ 深井靖史 宗広一徳 本城勇介 窪添義幸 岡田憲夫  
連名者３ 山下賢一郎 米山喜之 髙木朗義 簑島治
連名者４ 倉内文孝 宮本直樹
論文名 国内宿泊観光の宿泊数に関する

実態把握と施策ターゲットの抽出
車両感知器パルスデータを用い
た渋滞発生時交通現象分析

雪氷路面状態でのラウンドアバ
ウトの運転挙動計測実験

緊急輸送道路ネットワークの脆
弱性評価

自転車走行空間の遵守率向上
方策（幅員配分と案内誘導）

社会資本整備の長期的費用負
担に関する動学分析

発表者 菅沼泰久 石田貴志 武本東 粟本太朗 蓑島治 橋本政晶 
所属 （株）オリエンタルコンサルタンツ (株)道路計画 （独）土木研究所寒地土木研究所 東京都 国土技術政策総合研究所 東京大学大学院
連名者１ 日比野直彦 邢健 宗広一徳 小金知史 石倉智樹 
連名者２ 森地茂 鶴元史 葛西聡 本田肇
連名者３ 村松栄嗣 大脇鉄也
連名者４ 金子正洋
論文名 TOURISM GENERATION

ANALYSIS BASED ON A
SCOBIT MODEL

都市間高速道路2車線区間にお
ける車群形成過程に関する基礎
的考察

ラウンドアバウトの効率的な除雪
工法の検討

力学的性能を考慮したハイブリッ
ド劣化モデルによる長大橋の総
合リスク評価

交差点における高齢者・高校生
の自転車に係わるヒヤリハットの
分析

社会資本を考慮した経済成長モ
デルの構造パラメータ推定

発表者 Lingling WU 小川喬之 大上哲也 貝戸清之 草野優太 加藤裕人
所属 広島大学大学院 京都大学工学部 （独）土木研究所寒地土木研究所 大阪大学 徳島大学大学院 東北大学大学院
連名者１ 張峻屹 塩見康博 牧野正敏 松岡弘大 亀谷友紀 宮城俊彦
連名者２ 藤原章正  宇野伸宏  柳沢雄二 金治英貞 山中英生
連名者３ 杉岡弘一  
連名者４ 大石秀雄  
論文名 旅行満足度の構造分析 首都高速道路における追突事故

の発生状況の分析と対策に関す
る検討

市街地における自転車関連事故
分析

発表者 古屋秀樹    後藤秀典 小金知史
所属 東洋大学 (株)オリエンタルコンサルタンツ 国土技術政策総合研究所
連名者１ 田中淳 小川雅博
連名者２ 川崎洋輔 蓑島治
連名者３ 割田博 本田肇
連名者４ 桑原雅夫 金子正洋
論文名 旅行者の周遊行動から見た観光

圏域の推定方法
車道上自転車通行帯を有する信
号交差点における自転車と左折
車の錯綜分析

発表者 佐々木邦明 石見拓也
所属 山梨大学 大阪市立大学大学院
連名者１ 鈴木大輝  吉田長裕
連名者２ 日野泰雄
連名者３ 内田敬
連名者４  

１．地域公共交通計画の策定意
義と構成（喜多秀行，神戸大学）
２．地域公共交通総合連携計画
策定の現状と事後評価から見え
る課題（山口勝弘，国土交通省）
３．地方分権と地域公共交通に
関する一考察（和田章，岡山県）
４．地域公共交通総合連携計画
の策定現場の実情と課題（岸野
啓一，岸野都市交通計画コンサ
ルタント）

「コミュニケーション・まちづくり分
野の教育の現状」寺部慎太郎
（東京理科大）
「合意形成プロデューサーの役割
とその人材育成」上野俊司（国際
航業）
「実務者の役割と人材育成上の
課題」矢嶋宏光（IBS)



第2日目：6月6日(日) 時間帯5
第1会場（0211教室） 第2会場（0221教室） 第3会場（0222教室） 第4会場（0231教室） 第5会場（0232教室） 第6会場（0111教室） 第7会場（0112教室） 第8会場（0113教室）

時間 16:45-18:45 16:45-18:45 16:45-18:45 16:45-18:45 16:45-18:45 16:45-18:15 16:45-18:45 16:45-18:45
セッション名 観光研究(2) 高速道路の交通運用　－理論と

観測－(2)
わかりやすい案内の実現に向け
た標識令改善の方向を探る

土地利用マイクロシミュレーション 都市・地域マネジメントのための
コーディネーション政策

ss01.自転車走行空間と高齢者障
害者・バス・景観

進化を続ける応用都市経済モデ
ル

生活交通サービスの計画技術と
その実用展開(2)

オーガナイ
ザー・
司会者

岡本直久（筑波大学） 割田博（首都高速道路株式会
社），桑原雅夫（東京大学），朝倉
康夫（神戸大学）

外井哲志（九州大学），若林拓史
（名城大学），吉井稔雄（愛媛大
学）

鈴木温（名城大学） 宇野伸宏(京都大学)，松島格也
(京都大学)

金利昭（茨城大学） 堤盛人（筑波大学） 喜多秀行 （神戸大学）

論文名 外航クルーズ旅客の消費活動が
地域・観光振興に及ぼす効果の
分析

首都高速道路における路線供用
時の交通変動に関する検討

道路案内誘導のプリンシプルと
統一的体系化の重要性

居住属性を含む初期マイクロ世
帯データの推定手法

都市高速道路の料金調整・情報
提供時の経路選択行動分析　－
テーラーメード型SP調査を利用し

連続平面都市における応用都市
経済モデルの可能性

地域公共交通の標準的な潜在的
利用者数の導出に関する考察

発表者 田島規雄 白木孝雄 若林拓史 杉木直 宇野伸宏 宮田譲 吉田絵梨子
所属 東京電機大学大学院 首都高速道路(株) 名城大学 （株）ドーコン 京都大学 豊橋技術科学大学 鳥取大学大学院
連名者１ 藤生慎  山口修一 宮本和明 進藤隆弘 谷本圭志
連名者２ 高田和幸  割田博  大谷紀子 塩見康博
連名者３ Varameth VICHIENSAN 
連名者４
論文名 台湾のアウトバウンド市場に関す

る考察
ネットワーク評価指標構築のため
の交通量の統計分析　－阪神高
速道路のケーススタディ－

道路標識案内システムの問題点
と課題

居住情報を含む世帯マイクロ
データの推定集合の適合度評価

電気自動車共同利用の動的料
金システムの安定性に関する一
考察

ＣＥＳ型土地利用モデルについて 公共交通需要の発生強度の計
測と需要の顕在化率に関する定
量的評価

発表者 小長井教宏    稲田裕介 桶井達彦 大谷紀子 原祐輔 奥田隆明 吉田樹
所属 （株）野村総合研究所 金沢大学大学院 （社）全国道路標識・標示業協会 東京都市大学環境情報学部 東京大学 名古屋大学 首都大学東京
連名者１ 中山晶一朗 荒木祐二 杉木直 羽藤英二
連名者２ 高山純一  宮本和明
連名者３
連名者４
論文名 東アジア主要国の海外旅行需要

動向分析
首都高速道路を対象としたネット
ワーク評価手法の検討

案内標識の問題点と記号化の必
要性および今後の方向性

A STUDY OF MODELING
HOUSEHOLD RESIDENTIAL
LOCATION CHOICE BEHAVIOR
FOCUSING ON

都市マネジメントのためのＲＦＩＤ
路車間通信システムのデータ通
信量に関する研究

交通立地統合均衡モデルによる
金沢外環状道路の便益評価

重力型アクセシビリティ指標を用
いた交通発生強度の推計と地域
公共交通計画への適用可能性

発表者 室井寿明    内海和仁 松平健 Ang LI 金川昌弘 古田拓也 今井司
所属 （財）運輸政策研究機構 首都高速道路(株) 有限会社ピージェーアイ 山梨大学大学院医学工学総合教育部 京都大学 金沢大学 首都大学東京大学院
連名者１ 大塚秀樹 佐々木邦明 坂井康人 中山晶一朗 吉田樹
連名者２ 割田博 西井和夫 松島格也 高山純一  
連名者３ 坪田隆宏 小林潔司
連名者４
論文名 インバウンド政策評価に資する分

析手法の整理
観測時間の集約とOD交通量の
分布形の関係に関する基礎的研
究

交差点記号化標識の設置効果に
関する研究

土地利用マイクロシミュレーション
における多選択肢問題

道路事業者による会員事業と新
たなサービスの展開

都市整備に対応した連結階層型
応用都市経済モデル

集落間での地域公共交通サービ
スの調整に関するゲーム論的考
察

発表者 栗原剛 西内裕晶 吉井稔雄 北詰恵一 吉田龍一 山崎清 伊藤祥太
所属 筑波大学大学院 日本大学 京都大学 関西大学 (株)社会システム総合研究所 （株）価値総合研究所 鳥取大学大学院
連名者１ 岡本直久 Miska Marc 松平健 井ノ口弘昭 西田純二 松橋啓介 谷本圭志
連名者２ 桑原雅夫 村上尚 藤原要二 岩上一騎  岸野啓一
連名者３ 割田博 角藤善貴 喜多秀行
連名者４ 浅尾啓明
論文名 鈴鹿F1日本グランプリ開催時の

交通需要マネジメントに関する社
会実験：課題と検証方法

ETC統計データに基づくデイリー
な時間帯別ランプ間OD表予測と
変動分析

記号化標識「ココ！マーク高知」
の取り組み

マッチングモデルを用いた住宅市
場のマイクロシミュレーション

マッチングを通じたコーディネー
ション施策に関する一考察

開発者行動を考慮した応用都市
経済モデルの可能性

地域の資源を活用した生活交通
サービスの提供方法に関する一
考察

発表者 江守昌弘 小澤友記子 小松敏宏 鈴木温 松島格也 宮城卓也 岸野啓一
所属 （株）建設技術研究所 株式会社交通システム研究所 高知県道路課 名城大学 京都大学 (株)大成建設 岸野都市交通計画コンサルタント株式会社

連名者１ 西井和夫 萩原武司 松浦由佳 北詰恵一 堤盛人 喜多秀行
連名者２ 佐々木邦明 倉内文孝 中島俊彦 宮本和明 山崎清  山中信太郎
連名者３ 奥出克 宇野伸宏 吉井稔雄
連名者４ 横山憲 大藤武彦
論文名 日光市中宮祠地区における渋滞

対策社会実験に関する研究
ネットワーク変化に伴うＥＴＣ－Ｏ
Ｄの変動分析

案内標識データベースの構築と
案内標識の誘導効果の分析

出退店ダイナミズムを組み込ん
だ大規模商業施設立地モデル

多摩川における不法係留船舶対
策に関する研究

世代別立地行動を考慮した都市
経済モデルの開発

熊本都市圏におけるバス路線網
再編とインセンティブ報酬モデル
の制度設計

発表者 松本茂 宗像恵子 外井哲志 西岡直樹 柴田邦善 漆谷敏和 平野俊彦
所属 栃木県県土整備部 首都高速道路(株) 九州大学大学院 名古屋大学 (財)河川環境管理財団 鳥取大学 熊本大学大学院自然科学研究科

連名者１ 西原敦史 割田博 大塚康司 加藤博和 郡司篤 小池淳司 藤見俊夫
連名者２ 杉山将 稲富貴久 野村哲郎 吉田高樹 山崎清  溝上章志
連名者３ 永井護 田村勇二 山本晃一 
連名者４
論文名 近代化産業遺産の産業観光の

実態に関する一考察―富岡製糸
場を事例として―

都市内高速道路における経路選
択行動に関する分析

交通施設整備が企業の立地選
択に与える影響に関する研究

交通投資の地域間調整‐
Coordination Gameによる制度分
析

応用都市経済(CUE)モデルの一
般均衡体系への拡張

医療サービスまでのアクセスに関
する地域差の定量的把握

発表者 西尾敏和 永井政伸 黒澤佳代 江尻良 武藤慎一 大橋幸子
所属 群馬県立高崎工業高等学校 政策研究大学院大学 北海道大学 京都大学 山梨大学 国土技術政策総合研究所
連名者１ 湯沢昭 日比野直彦 内田賢悦
連名者２ 森地茂  杉木直
連名者３ 加賀屋誠一 
連名者４
論文名 観光基地システム構築を中心と

する都市再生・発展構想計画に
関する事例研究　－奈良県大和
郡山市を対象として－

ＥＴＣフリーフローアンテナデータ
を活用した経路選択行動の分析

発表者 西田拓也 松下剛
所属 立命館大学大学院 西日本高速道路(株)
連名者１ 春名攻 山岡賢弘
連名者２ 銭学鵬 朝倉康夫  
連名者３ 玉川準一朗 
連名者４

1.金利昭（茨城大学）「趣旨説明」
2.山中英生（徳島大学）「自転車
空間研究の成果と周辺問題」
3.磯部友彦（中部大学）「高齢者
障害者と自転車空間」
4.岡村敏之・中村文彦（横浜国立
大学）「バスと自転車空間」
5.斉藤潮（東京工業大学）「景観と
自転車空間」
6.総合討論（司会：金利昭）


